
第１回チリ・ジェンダー暴力撤廃マンガ・コンテスト表彰式 
 

令和６年（2024 年）１１月２２日 
 
 

１１月１９日、日本国大使公邸において、第１回チリ・ジェンダー暴力撤廃マンガ・コンテスト

の表彰式を行いました。 

同賞は、女性ジェンダー平等省と在チリ日本国大使館がジェンダー暴力の無い社会の実現を目指

し、特に若年層を訴求ターゲットとして共催した第１回マンガ・コンテストの表彰式であり、１５

歳から１８歳の３名が入賞しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（左から）ノエミ･デル･バジェさん、カタリナ･サン･クリストバルさん、 

伊藤大使、オレジャーナ大臣、ロサリオ･ソトさん、ビクトリア･アランギスさん 
 

◆ 第１回チリ・ジェンダー暴力撤廃マンガ・コンテスト（概要） 

https://minmujeryeg.gob.cl/wp-content/uploads/2024/08/CONVOCATORIA-1-Concurso-

Nacional-de-MANGA-sobre-no-violencia-en-Chile.pdf 

 

◆ 記念すべき第１回コンテストの入賞者は、以下のとおりです。 

○ベスト･メッセージ賞：「Amada Perla」、カタリナ･サン･クリストバル･ボルバランさん 

（１８歳、コキンボ州コキンボ市） 

※イラストを担当した友人ノエミ･デル･バジェさんと出席 

○ベスト･テクニック賞：「Silencio Roto」、ロサリオ･カロリナ･ソト･エスカロナさん 

（１６歳、マウレ州タルカ市） 

○ベスト･ヒストリー賞：「Aleadas」、ビクトリア･アドリアナ･アランギス･ルビオさん  

（１５歳、ニュブレ州ニケン市サン・グレゴリオ） 
 

◆ 入賞作品（こちらから読むことができます。） 

https://minmujeryeg.gob.cl/?page_id=54504 
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伊藤大使のあいさつ 

 
オレジャーナ女性ジェンダー平等大臣 

式典には、上記入賞者３名が親族等と出席し、伊藤大使及びアントニア・オレジャーナ女性ジェ

ンダー平等大臣、そして大使、オレジャーナ大臣と共に審査員を務めたマンガ専門家のパウラ･サ

ン･マルティン女史、エミナ・ヒメサマ女史から、表彰状と贈呈品を受け取りました。 

また、女性ジェンダー平等省、外務省、チリ国家青年庁、UN Women、女性･ジェンダー問題に

取り組む財団･市民団体関係者、報道関係者など多数が出席しました。 

 

 
入賞した３組 

 
表彰式の様子 

 
 

 伊藤大使は、ジェンダーに基づく暴力のない社会の構築を目指すプロジェクトにおいて、マンガ

をツールとして女性ジェンダー平等省と同賞を実施できたことは大変光栄なことであると述べ、ま

た、入賞者の作品が、イラストの技術のみならず物語のメッセージ性やその構成など極めてレベル

が高いものであったと、入賞者の努力と作品の出来映えを賞賛しました。 
 

 また、オレジャーナ女性ジェンダー平等大臣からは、まず、伊藤大使に同マンガ・コンテスト実

施への協力と日本国大使公邸での表彰式開催への謝意が表明され、女性への暴力･ジェンダーに関

連する暴力が年々増加している中、日本文化が若い世代に対して有するインパクトの観点から、若

年層への啓発のために日本との協力が重要であったと説明されました。また、これらのマンガ作品

を通じてチリの若者達がジェンダー暴力の問題について考えるきっかけとなるとして、暴力のない

社会を目指して同コンテストに応募した参加者への賛辞と入賞者への祝意が表明されました。 
 
 



   

ベスト･メッセージ賞      ベスト･テクニック賞    ベスト･ヒストリー賞 

カタリナさんとノエミさん     ロサリオ・ソトさん   ビクトリア･アランギスさん 
 

受賞した３名は、同コンテストへの参加と入賞は大変光栄なことであると喜び、同コンテスト

は若者にジェンダー暴力や女性への暴力への取組みの具体的なアクションを起こすチャンスを与

えるものであると述べました。また、作品を通じてメッセージを伝えることの重要性、暴力は決

して他人事ではなく様々な方法で声を上げていくことが重要であると訴え、このマンガ・コンテ

ストを通じ、より多くの漫画家や芸術家に可能性が開かれることを期待すると伝えました。 

 

入賞者の皆さん、おめでとうございます。また、たくさんの応募、ありがとうございました。 

当館も、マンガや文化を通じ日チリの友好関係の更なる強化に取り組むとともに、女性に対す

る暴力やジェンダーに基づく暴力のない社会の実現に向け、引き続きチリ政府・関係機関、チリ

の皆さまとの協力・連携を進めてまいります。 

 

◆ 女性ジェンダー平等省インスタグラム 

https://www.instagram.com/p/DCmFSNTxaCG/?igsh=MXhkamEycG1lYmtnOQ%3D%

3D&img_index=1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

    右端は、審査員を務めたエミナ･ヒメサマさんとパウラ･サン･マルティンさん 
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